
様式第１号 

令和 4年度夏季地域医療実習実施計画書 

（地区： 出雲 ） 

 

１．実施機関名    島根県出雲保健所 

（担当 医事・難病支援課 医療専門員  渡邊裕人 ） 

２．実施年月日    令和 4 年 8 月 23 日（火）～8 月 25 日（木） 

３．実習協力機関    ①出雲市立総合医療センター 

②島根県立こころの医療センター 

            ③医療法人 須谷医院 

            ④医療法人つたや会 在宅診療所いずも 

            ⑤社会福祉法人創文会 ハートピア出雲 

４．宿 泊 場 所    市内ホテルまたは自宅 

５．募 集 人 数    ２名まで 

６．実 習 内 容    出雲圏域における地域医療について学ぶ 

７．実習スケジュール  

８月 ２３日（火）  ８月 ２４日（水）  ８月 ２５日（木） 

8:30 保健所集合 

【保健所実習】 

オリエンテーション 

管内概況 

保健所業務等の説明 

 

 

 

（昼食；所内） 

8:30 

9:00 

保健所出発 

病院実習（1日） 

【出雲市立総合医療セン

ター】 

健診センター、リハビリテ

ーション技術科、内視鏡

検査等の見学 

 

（昼食；病院内） 

8:30 

9:00 

 

 

 

 

11:30 

12:00 

保健所出発 

病院（精神科）実習 

【県立こころの医療 

センター】 

精神科医療の状況 

院内見学 

実習終了 

（昼食；就労支援事業所の

レストラン「あそび」） 

13:00 

 

 

 

 

 

 

16:30 

17:15 

 

訪問診療実習 

【須谷医院】 

【在宅診療所いずも】 

 

※実習終了時間は診療所に

より異なる 

 

保健所着、記録まとめ 

終了 

 

 

 

 

 

 

16:00 

16:30 

17:15 

地域医療連携の現状等

の説明  等 

 

 

 

 

実習終了 

保健所着、記録まとめ 

終了 

13:00 

 

 

 

 

 

16:00 

16:30 

17:15 

【社会福祉法人 ハートピ

ア出雲】 

施設見学 

社会資源の役割、地域支

援の実際について 

当事者との交流 等  

実習終了 

保健所着、記録まとめ 

終了 

 

出雲保健所 
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８．実習に必要な費用 

参加者が用意する費用等 

  宿泊費（必要時のみ）、食事代 

 

９．実習のセールスポイント（２００字以内） 

①出雲市立総合医療センター 

急性期、回復期及び慢性期から在宅回復までの切れ目ない医療の提供、健康管理センターにおけ 

る人間ドック等の予防医療、市立診療所への支援、他の医療機関との役割分担や地域医療連携体制の

現状を学ぶことができます。 

 ②島根県立こころの医療センター 

   県の精神医療の基幹病院として、県下全域を視野に、児童思春期から高齢者まで幅広く精神科医療

の最前線で取り組んでいる現状を学ぶことができます。 

③・④在宅診療所いずも・須谷医院 

退院された患者が自宅でどの様な医療や介護を受けながら過ごされているのか、家族の介護負担、

地域と家族に支えられた療養環境など、実際に訪問診療に同行し在宅医療の現場を経験できます。 

 ⑤社会福祉法人 創文会 ハートピア出雲 

障がいのある人のそれぞれの可能性、それぞれの能力を活かしながら、人と人とのつながりを大切

に、その人のライフステージに応じて、一貫したケアができる通所サービスと相談・支援をめざした

施設です。地域において、その人らしい自立した生活ができるよう、あわせて地域との交流を深める

ことができる支援の実際を学ぶことができます。 

 

10．各実習協力機関における、学生の医療実習への参加条件 

 ①出雲市立総合医療センター：実習 2 週間前から島根・鳥取両県以外への移動不可 

②島根県立こころの医療センター：病院規定の調査票の提出必須 

 ③医療法人 須谷医院：なし 

 ④医療法人つたや会 在宅診療所いずも：なし 

 ⑤社会福祉法人創文会 ハートピア出雲：実習 2 週間前から島根・鳥取両県以外への移動不可 

 

11．その他（特記事項） 

  なし 


